
『隋書』開皇20年（600）「（多
利思北孤）の朝会では、必ず
儀仗を陳設し、その国の楽を
奏す・楽に五弦琴、笛有り。」

１、古代から伝わる我が国の伝統舞楽
２、聖徳太子・上宮法皇のモデルは厩戸
皇子でなく九州の阿毎多利思北孤
３、多利思北孤の舞楽の源流
⑴周代に遡る筑紫の「舞楽」の歴史
⑵弥生時代に遡る筑紫の「舞楽」の歴史
⑶俾弥呼の時代の「舞」を記す『三国志』馬韓
の「鬼道」の祭り
⑷教到年間（531～535）に「舞遊」が始まった
⑸半島からの舞楽の渡来

４、多利思北孤の仏教治国策と申楽（能楽）

５、古代から現代に伝わる「筑紫舞」

本日の話題



我が国は古来の神楽や田楽、曲舞等に、中国渡来の散楽・雅楽、半島から齎された伎楽（くれがく）等様々な国の“舞楽”を取り
入れ、そこに独自の工夫を加えて発展。今日、世界無形文化遺産に登録された能楽・人形浄瑠璃文楽・歌舞伎・雅楽など世
界にまれに見る多様な芸能の宝庫を形成してきた。その中で「聖徳太子」は推古20年（612）に伎楽を習わせ（『書紀』）、天下
に鼓を撃ち舞を習えと令を下した（聖徳太子伝暦）と言い、世阿弥は能楽の祖とし（『風姿花伝』）我が国の舞楽の「生みの親」とされる。
しかし『隋書』では当時の我が国の天子は九州の阿毎多利思北孤とされ、こうした舞楽もそのもとで発展したと考えられる。

⑴神楽は、神事の際に神に
奉納する歌舞・舞楽で、宮中
の「御神楽」や民間の「里神
楽」があり、能楽では三輪・
龍田・巻絹などの曲に、女神
や巫女の舞として取り入れ
られている。

巻絹

⑵伎楽は神社などで神に奉納
される“仮面舞踊劇”で、源流
はインド・ペルシャ等といわれ、
『書紀』では推古20年（612）

に百済人味摩之が我が国に伝
え、その仮面が「能面」の基に
なったとされる。倭人伝に「弥馬升」

酔胡従 大飛出

⑶雅楽は、外来の楽舞（唐楽・高麗楽
等）、古来の歌舞（国風歌舞・謡物）を渡
来の楽器で伴奏するもの。能管の
黄鐘調・盤鐘調などは雅楽の「六
調子」により、秋風楽・万歳楽・青
海波等の雅楽の曲名は能楽によく
出る。
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⑷散楽は中国の「雑技」で、文
献的には『続日本紀』で天平七
年（735）に唐人が唐・新羅の
楽と弄槍（ほことり。矛・槍を自
在にあやつる曲芸）を奏したとあ
る中の、「弄槍」を散楽とするの
が初見。

「信西古楽図」東京藝大蔵

採桑老

１、古代から伝わる我が国の伝統舞楽

我が国の豊かな芸能・舞楽の多くは「聖徳太子」と関連付けられている

我が国の代表的な舞楽 能楽は聖徳太子が始祖で、仏教に由来。14世紀観阿弥・世阿弥が種々の舞楽を取り入れ大成
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①『隋書』では7世紀初頭の我が国の天子は「阿毎多利思北孤」とあり、 「雞彌（きみ）」とよぶ妻や
利歌彌多弗利（りかみたふり）という太子がいる。国に阿蘇山があり噴火の様子が記され、温暖で冬も草
木が茂り水多く陸少ないと書かれている。また、「日出る処の天子」を自称して隋に使者・沙門を
送り、仏教を学ばせ、 「聖徳太子の事績」とされる「官位12等（階）」を制定したと記す。また、『聖
徳太子伝記』等で太子の生涯は九州年号で記され、太子が「国政を執行」したのは太子18歳
（589）「端政元年」とされ、これは「政治の始め（即位）」を意味する九州年号。
②『書紀』等で聖徳太子のように記す厩戸皇子は天子（天皇）ではないし、「阿毎」という姓や、多
利思北孤という字もなく、「雞彌」という妻や「利歌彌多弗利」という太子もいない。厩戸の嫡子は
山背大兄王。厩戸が摂政として万機を委ねられたのは593年で聖徳太子の伝記と異なる。

「聖徳太子」のモデルはヤマトの厩戸皇子ではなく『隋書』に記す九州の多利思北孤

「聖徳太子」とされる法隆寺釈迦三尊光背銘の「上宮法皇」釈迦像のモデルも厩戸ではなく多利思北孤

①『釈迦三尊像光背銘』の上宮法皇は「法興年号」を用い、登遐は「癸未年（622）2月22
日」、母は「鬼前太后」、后は「干食王后」。母・后・法皇は相次いで逝去。登遐の翌年623
年に九州年号が「仁王」に改元されている。
②一方、ヤマトの王家に「法興」年号はない。『書紀』で厩戸の崩御は推古29年（621）2
月癸巳（5日）、厩戸の“母”は「穴穂部間人皇女」、“妻”は「菟道貝蛸皇女」（『書紀』以外で
は「菩岐々美郎女、刀自古郎女、位奈部橘王」）母や妻と厩戸が相次いで亡くなった記事は見えない。

『聖徳太子伝記』
・聖徳太子ノ御誕
生之時代ヲ上古ニ
相尋侍レバ年号ハ
金光三年壬辰
（572）歳也
・太子二十二歳年
号ハ端政五年癸丑
（593）

２、聖徳太子・上宮法皇のモデルは厩戸皇子でなく九州の阿毎多利思北孤

ところで、我が国、特に北部九州には多利思北孤に至るまでの長い舞楽の伝統・歴史があった 3



３、多利思北孤の舞楽の源流⑴周代に遡る筑紫の「舞楽」の歴史

１、『論衡』（著者「王充」27～91）に倭人が成立直後の周王朝（紀元前11世紀から10世紀）へ朝貢した
と記す。◆『論衡』 「周の時、天下太平にして、倭人来たりて鬯草を献ず」(異虚篇)

「成王の時、越裳雉を献じ、倭人鬯（草）を貢ず」（恢国篇・成王は2代目）

⇒王充の存命時の建武中元2年（57）に「倭人」が漢の光武帝から「金印（志賀島の金印）」を授かる。
従って、この倭人は「北九州の倭人」を指す。

２、『礼記』（前漢の戴聖編纂）に、周の成王は周公の弔いのため、東夷の楽「昧（まい）」を奉納
したとある。（＊周公は幼い成王に代わり政務を司った建国の功労者）
◆『礼記』（明堂位）「昧（マイ・舞）、東夷の樂なり。任、南蠻の樂なり。夷蠻の樂を大廟に納む」
◆『周礼』疏「鞮鞻ていろう氏、四夷の樂と其の聲歌を掌る。（略）東夷の樂を韎（昧）と曰ひ、南方、任と曰ひ、西
方、侏離（しゅり）と曰ひ、北方、禁と曰ふ」

『論衡』 と『礼記』 を対照すれば「南蠻の越裳が白雉を献上し任を奉納した。東夷の倭人が鬯草
を献上し昧を奉納した」こととなり、倭人は金印を下賜された北部九州の倭人を意味している。

周代初頭、周王朝に「倭人の舞」奉納があった

３、『記紀』の「天孫降臨神話」に天の宇受賣命の「楽」が

『古事記』天の宇受賣命、天の香山の天の日影を手次に繋け、天
の眞拆（まさき）を𦆅にし、天の香山の小竹葉を手草に結び、天の石
屋戸に汁氣（うけ）伏し蹈み登杼呂許志（とどろこし）、神懸し、胸乳を掛
き出で、裳の緖を番登ほとに忍ばせ垂りき。ここに高天原動（とろ）み
て、八百萬の神共に咲（わら）ひき。・・天照大御神、怪しとおもほし
て「何由に、天宇受賣は樂を為し、亦八百萬神、諸咲ふぞ」。

多くの宝物が発見される
岩上・岩陰遺跡があり「神
宿る島・海の正倉院」と称
される宗像沖ノ島
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金文（象形文
字）の「舞」

巫女舞



天孫降臨に遡る九州の歌舞

４、「来目歌・久米舞」宇陀のくじらの久米歌は、『書紀』では神武が宇陀で兄宇迦斯を討伐する際、吉野宇陀で歌われた
とするが奈良吉野に「くじら」はおらず、天孫降臨時代糸島侵攻の際の旧今津湾岸宇田の「寄り鯨」を歌ったものと考えら
れる。◆『書紀』神武紀「天皇、其の酒宍（しし）を以て、軍卒に班（あか）ち賜ふ。乃ち御謠（みうたよみ）して曰はく、《謠、此を宇哆預瀰（うたよ
み）と云ふ》。宇陀の 高城に 鴫罠張る 我が待つや 鴫は障らず いすくはし 久治良（くじら）さやり 前妻（こなみ）が魚乞はさは 立そばの
實の 無けくを 扱（こ）きしひえね 後妻（うはなり）が 魚乞はさばいち さかき實の 多けくを こきたひえね。いまはよ いまはよ あ あ しや
を いまだにも吾子よ いまだにも吾子よ。（以下は『古事記』にある）しやごしや 此こはいのごうぞ（＊ざまあみろという仕草）。 ああしやごしや 此こ
は嘲（あざ）咲わらふぞ。 是を来目歌と謂ふ。樂府に此の歌を奏（うた）ふときには、猶手量（たはかり）の大小、及び音聲（うたごゑ）の巨さ細さ
有り、此れ古の遺式なり。⇒『古事記』では「演出のト書き」がついており、この久米歌が「舞の囃し言葉」であることを示す。

『古事記』宇陀に兄宇迦斯・弟
宇迦斯の二人有り。・・兄宇迦
斯、鳴鏑をもちて其の使を待ち
射返しき、故、其の鳴鏑の落ちし
地を、訶夫羅前（かぶらさき）と
謂ふ。→古加布里湾岸に「加布
羅」（糸島市新田）

志登遺跡群（石
の武器が中心）

５、海幸・山幸神話の「隼人の祖海幸の俳優（わざおさ）の技」は神事に際して奏された「隼人舞」とされる九州の舞楽だった
◆『書紀』神代紀 （一書第四） 是に、兄、著犢鼻（たふさき）して、赭（そほに）を以て掌に塗り、面に塗りて、其の弟に告して曰さく、「吾、身を汚す
こと此の如し。永（ひたぶる）に汝の俳優たらむ」とまうす。乃ち足を挙げて踏行（ふ）みて、其の溺れ苦しびし状を学ぶ。初め潮、足に漬く時に
は、足占（あうら）をす。膝に至る時には足を挙ぐ。股に至る時には走り廻る。腰に至る時には腰を捫（もち）ふ。腋に至る時には手を胸に置く。

頸に至る時には手を挙げて飄掌（たひろか）す。爾より今に及るまでに、曾て廃絶（やむこと）無し。⇒今、同様のしぐさは五穀豊穣を寿ぐ
「翁」三番叟の舞に残る。これは天孫降臨の際、被征服民たる縄文水田を耕作していた九州の在地勢力の舞楽が取り込ま
れたものと考えられる。

天孫降臨はBC2世紀ごろ朝鮮海峡から青銅の武器を持つ勢力が筑紫に侵攻した事件

多利思北孤の舞楽の源流⑵弥生時代に遡る筑紫の「舞楽」の歴史
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◆『三国志』（魏書東夷伝、韓） 韓は帯方の南にあり、東西は海を限りとし、南は
倭と接し、四方は四千里ほどである。（略）（馬韓）常に五月に下種(たねまき）を
訖え鬼神を祭るに、群れ聚まり歌舞し、昼夜休みなく飲食す。その舞は数十人
が倶に起き相随い、地を踏むに低く昂（たか）く、手足は相応じ、節奏（リズム）は鐸
舞に似ている。十月に農功を畢えると、亦た復たこの様にする。鬼神を信じ、国
邑では各々が一人を立てて天神の主祭とし、名付けて天君という。
⇒「天君・倭語でアマキミ」の「天・アマ」は我が国の神話の、天之御中主神(天、これを
阿麻といふ）・天之常立神・天照大御神・天之忍穗耳命・天津日子根命・天宇受賣命ほ
かの名に冠される。7世紀の我が国の天子も阿毎多利思北孤ー姓はアマという。

◆『三国志』（魏書東夷伝、倭人） その国（邪馬壹国）、本また男子を王となし、住まること七、八
十年。倭国乱れ、相攻伐すること歴年、乃ち共に一女子を立てて王となす。名づけて卑弥呼と
いう。鬼道に事え、能く衆を惑わす。年已に長大なるも、夫婿なく、男弟あり、佐けて国を治む。

韓国カンガンスルレは元々、15歳から20歳
になる青年達の歌舞遊びで、正月、陰暦正月
15日、端午、陰暦7月15日、中秋、9月9日
夜に行われる。韓半島の西海と南海の海路

にそって広範囲に分布。原型は2千余年前、
韓国の古代国家であった馬韓に農業と
関連ある民俗として存在したと、中国古
代史書に書かれている。（文化庁）

多利思北孤の舞楽の源流⑶俾弥呼の時代の「舞」を記す『三国志』馬韓の「鬼道」の祭り

６、「鬼道に事え」た俾弥呼

「鬼道に事え」る舞が『三国志』韓伝に記されていた

当時の舞を彷彿とさせるカンガンスルレ

琉球村（カチャーシー）

6



『二中歴』では九州年号教到年間（531～535）の注釈に「舞遊始」と記す。
◆『書紀』安閑元年（534）先天皇、顕号を建て鴻名を垂れて、広く大きなること乾坤(あめつち）に配(そ）ひ、光

華日月に象(かたど）れり。長く駕（ゆ）き遠く撫でて、横に都の外に逸(こえい）で、区域を瑩(みが）き鏡(てら）して、限

り無きに充（み）ち塞（み）てり。上は九垓(くがい）(＊九州、或いは天）に冠らしめ、旁(あまね ）く八表(＊地上）に済(わた）す。
礼を制（さだ）めて功成ることを告し、楽(うたまひ）を作(おこ）して、治(まつりごと）の定まることを顕す。

倭国（九州王朝）では6世紀前半に舞楽が「儀礼」として採用された

【楽を作す】この文章は、中国南朝梁の裴子野 (469～530）の「丹陽尹湘東王(梁の蕭繹(しょうえき）元帝）善政
碑」(｢藝文類聚｣治教部、論政）の引用で、『書紀』編者が安閑の前代の継体の事績を「飾り立てる」ために採用し

たとされる。⇒しかし「継体紀」の中に「善政碑」に記す「礼を制（さだ）め」たことも「楽を作(おこ）し」
たことも書かれていない。つまり「継体の事績ではないこと」が「善政碑」から引用されている。⇒
一方九州年号史料では磐井没後の教到（531～535）年間（『書紀』では筑紫君葛子時代、つまり前代が磐井）に
「舞遊始」とある。【礼を制め】古代の「礼」とは「制度・儀礼・礼法」など（『礼記』）を言い、「律令」には「礼
法」も含まれる。また『漢書』(刑法志第三）には聖帝の事績として「制礼（礼法の制定）」と「律令制定（立法設

刑）」が挙げられている。⇒そして、『筑後国風土記』の岩戸山古墳の石人像に衙頭・解部・贓物と
いう「律令用語」が用いられ「磐井が律令を制定」したことが伺える。【治が定まる】『書紀』宣化
元年（536）に全国に屯倉が設置され「筑紫」に穀物が運ばれた。しかも100年以上も筑紫に穀
物が運ばれ「国の安全のためにはこれにすぎる施策はない」とある。また半島諸国はこぞって筑
紫に朝貢したとも記す。⇒これは6世紀前半の我が国の中心が筑紫だったことを示す。そこから本
来は筑紫・豊・火を本拠とする我が国の大王「先帝磐井」の「律令」制定と全国への支配拡大を
称えるため「楽が作された」記事だと考えられる。

多利思北孤の舞楽の源流⑷教到年間（531～535）に「舞遊」が始まった

この記事は磐井の事績をたたえ「儀礼に舞楽が採用された」ことを示す

『筑後国風土記』（県風土
記）前半
➀「衙頭・解部・偸人・贓
物」から、磐井は「政庁、
裁判機能、律令を備えて
いた」ことがわかる。
➁「縦容として地に立て
り」から、県（あがた）制時代
（7世紀以前）、石人・石
馬は整然と並んでいたこ
とがわかる（壊されてない）。
⇒磐井は滅ぼされておら
ず、岩戸山古墳の石人像
が破壊されたのは7世紀
末か8世紀初頭。実際の
磐井は倭の5王を継ぐ6
世紀初頭の我が国の大
王だった。 7



『書紀』では、「聖徳太子」は推古20年（612）に、
呉（句麗）で伎楽の舞を習得した味摩之を桜井に
留め少年らに教えさせた。桜井市*では、その場
所が日本初の国立劇場「土舞台」で、芸能発祥
の地だとする。また、『聖徳太子伝記』では聖霊
会等の法要には「舞楽管弦を以て宗とする」とあ
り聖徳太子は我が国の「芸能の祖（おや）」とする。

我が国の「芸能の祖（おや）」とされる「聖徳太子」

多利思北孤の舞楽の源流⑸半島からの舞楽の渡来

『隋書』では儀礼において多利思北孤が必ず笛や琴で「楽」を奏させたとある

①『隋書』開皇20年（600）「その王の朝会では、必ず儀仗を陳設し、その国の楽を奏す・楽に五弦
琴、笛有り。」とある。これは600年以前に九州には整った「楽」が存在したことを示す。
②そして「五弦琴」は我が国で唯一「九州沖ノ島」で発掘されている。＊は中国古代の弦楽器で弦を5
本張った琴。我が国では九州沖ノ島の祭祀遺跡から発見されている国宝「金銅製雛形五弦琴」が唯一のもの。7

世紀ごろ、沖ノ島での祭祀に使われたとされる。長さ27㎝、幅7㎝で、銅製の本体の表面を金が覆っている。⇒必
ず舞楽を奏させたのは多利思北孤で、九州には舞楽が根付いていたことを示す。

「土舞台顕彰碑」
（桜井市谷）

能楽の起源も「聖徳太子」にあるとされる

「能楽」は、我が国古来の各種「神楽や田楽」や中国渡来の「散楽・雅楽」や、半島から齎された伎
楽などをもとに成立していた歌舞劇を、14世紀に観阿弥・世阿弥が大成したもの。その歌舞劇の起
源がどこまで遡れるかは明確でないが、世阿弥は「能楽（申楽）の祖は聖徳太子」としている。

太子＝多利思北孤時代以前に半島から「舞楽」が伝わった
『筑前国続風土記』に志摩郡桜井村『倭人伝』に「弥馬升」、『書紀』に百済系倭人彌麻沙。韓国全羅道に求禮

実際は1運60年前の欽明13年（552）か。 612年には味摩
之と同時に「呉（句麗・求禮）橋」を造る工人芝耆摩呂（しきまろ）も渡
来しているが、551年に百済・倭国連合が漢城・平壌を攻略す
るも552年に新羅がこれを奪い、百済王は支援を求め朝貢して
いる。従ってこの時期は半島の楽士・工人が戦乱を逃れ渡来す
るに相応しい。『書紀』編者は聖徳太子の事績とするため60年
繰り下げたのではないか。これは『新撰姓氏録815年』では欽明期
に伎楽調度が齎されたとあるのと一致。612年では遅い。

呉・クレとは句
麗＝高句麗

8

五弦琴



百済の味摩之が始めに留め置かれたのは筑紫志摩郡の桜井

桜井二見が浦

旧桜井村

桜井神社

玄界灘



『風姿花伝』と聖徳太子

世阿弥（1363～1442）の著『風姿花伝』では、日本国
の能楽の祖は聖徳太子であり、秦河勝に命じ「六十
六番の遊宴」と「六十六番のものまね」及び「六十六
番の面の製作」を行わせ、面は河勝に与えたと記す。
また、能楽の由来を神道や仏教に求め、祇園精舎建
立供養に際し、釈迦如来が十大弟子の一人舎利弗
（しゃりほつ）に六十六番のものまねをさせた説話を記す。

◆世阿弥『風姿花伝』【序】それ、申楽延年の
ことわざ、その源を尋ぬるに（略）推古天皇の
御宇に、聖徳太子、秦河勝におほせて、かつは
天下安全のため、かつは諸人快楽のため、六
十六番の遊宴をなして、申楽と号せしよりこの
かた、代々の人、風月の景を仮って、この遊び
のなかだちとせり。そののち、かの河勝の遠孫、
この芸を相続ぎて、春日・日吉の神職たり。

申楽の祖
は聖徳太
子と伝わっ
ております

『風姿花伝』第四【神儀云】（略）一、仏在所（インド）には、須達長者、祇園精舎を建てて供養のとき、釈迦如来御説法ありしに、
提婆達多（だいばたった）、一万人の外道を伴ひ、木の枝・篠の葉に幣をつけ、踊りさけめば、御供養述べがたかりしに、仏、舎
利弗に御目を加へたまへば、佛力を受け、御後戸にて、鼓・唱歌をととのへ、阿難の才覚、舎利弗の知恵、富楼那（ふるな）の
弁舌にて、六十六番のものまねをしたまへば、外道、笛、鼓の音を聞きて、後戸に集まり、これを見てしづまりぬ。⇒「六十六
番のものまね」は仏教の布教を進めるために行われたとする。これは申楽が「仏教治国策」の一環であることを示す。

申楽（能楽）は仏教に由来する

日本国においては上宮太子、天下すこし障りありし時、神代・仏在所の吉例にまかせて、六十
六番のものまねを、かの河勝におほせて、同じく六十六番の面を御作にて、すなはち河勝に与
へたまふ。橘の内裏の柴宸殿にてこれを勤す。天治まり国しづかなり。（略）上宮太子、守谷
の逆臣をたいらげたまひし時も、かの河勝が神通方便の手にかかりて、守谷は失せぬと云々。

４、多利思北孤の仏教治国策と申楽（能楽）

「仏教導入」と申楽

実は申楽
の祖は私
なのだ

世阿弥は「申楽は仏教に基づき聖徳太子が始めた」とする

「丁未の乱（587）」後の仏教導入と66国分国にあわせ申楽が演じられたという

10



法華経配布と「66部廻国巡礼」 （『二中歴』端政年間注に「唐より法華経始めて渡る」）
「法華経の伝来」は多利思北孤が即位した端政年間（589～593）で、隋の文帝が585年に
始めた仏教治国策に照らせば、多利思北孤は即位後全国を66国に分割し、新支配領域の統
治のため、「仏教治国策」を採用し、各地に寺を建立し法華経を配布した。それが「66国に法
華経を収める“66部廻国巡礼”」の始めと考えられる。
＊隋の文帝は多利思北孤が遣使した601～604年にかけ、全国百十余箇所の官寺に舎利を分配し舎
利塔を起塔。多数の僧を派遣し、地域を7日間行道させ、仏教の浸透・教化をはかる。⇒六十六部巡礼で
『法華経』が観世音菩薩に奉納されるが、多利思北孤が「海東の菩薩天子」を自負し、多数の沙門を隋
に送り仏法を学ばせた事は『隋書俀国伝』の記述から明らか。深く仏教に帰依した多利思北孤は分国と
ともに法華経を配布し、自らを菩薩として見立てさせたのではないか。
◆『隋書俀国伝』開皇二十年（600）、俀王、姓は阿毎、字は多利思北孤、阿輩雞彌と号す。使を遣して
闕に詣る。（略）其の王、朝會に必ず儀杖を陳設し、其の国の樂を奏す。
大業三年（607）、その王多利思北孤、使を遣わして朝貢す。使者いわく、「聞く、海西の菩薩天子、重ね
て仏法を興すと。故に遣わして朝拝せしめ、兼ねて沙門数十人、来って 仏法を学ぶ」と。

⇒数十人の僧は全国に寺を設け布教するために育成された。

「申楽・雅楽」推進は丁未の乱後に新たに支配した諸国に仏教を布教し統治するための施策

多利思北孤は「丁未の乱」後、 九州年号端政元年（589）に即位、国内を66国に分国し東山道・東海道・北陸道など「道
制」を創設。道国県制統治を進め、「国宰・惣領」などの地方統治官を任命。各国での寺社建立など次々と「仏教治国策」
に基づく統治施策を進める。⇒その際、「舞楽・音楽は極楽世界のもの」として、仏教布教・全国統治の手段に用いられた。
『仏説無量寿経』「（浄土は）清風、時に発りて五つの音声を出す。微妙にして宮商、自然にあひ和す。」＊5音とは「宮・商・角・徴・羽」の
音階。『仏説阿弥陀経』に「彼仏国土（*極楽） 常作天楽」とある

伽陵頻 菩薩

布教の推進策ー法華経配布と舞楽による教化

天理大雅楽部公演

４、多利思北孤の仏教治国策と申楽（能楽）
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５、古代から現代に伝わる「筑紫舞」

『続日本紀』『令集解』『類聚三代格』に見える「筑紫舞」

①『続日本紀』天平3年（731）7月29日「雅楽寮ノ雑楽生ノ員ヲ定ム。大唐ノ楽卅九人。百済
ノ楽廿六人。高麗ノ楽八人。新羅ノ楽四人。度羅ノ楽六十二人。諸縣（もろあがた）ノ舞八人。筑紫
舞ノ廿人。其大唐ノ楽生ハ夏蕃ヲ言ハズ、教習ニ堪タル者ヲ取ル。百済高麗新羅等ノ楽生ハ並
ニ当蕃ノ学ニ堪タル者ヲ取ル。但度羅楽、諸縣、筑紫ノ舞生ハ並ニ楽戸ヲ取ル。」
②『令集解』（＊868年頃に編纂された養老令の注釈書）「大属（＊大主典）尾張浄足説く。今寮に有る舞曲
左の如し。久米舞大伴琴を弾き、佐伯刀を持ちて舞う、即ち蜘蛛を斬る、只今琴取二人、舞人八
人、大伴佐伯不別也。五節舞十六人田舞師、舞人四人、倭舞師舞也。楯臥舞十人、五人土師
宿禰等、五人文忌寸等、右甲を着け并に刀楯を寿つ。筑紫舞廿人、諸縣師一人、舞人十人、舞
人八人甲を著け刀を持つ、禁止二人。」
③『類聚三代格』（11世紀ごろに書かれた法令集）太政官符に「筑紫諸縣舞」
＊諸縣舞は日向（宮崎諸縣郡）の舞とされるが、雅楽寮の定員で高麗楽8人新羅楽4人とあるなかで辺境
の一郡の舞が8人とは不自然。「筑紫諸縣舞」とあることや『筑紫風土記』の肥前国に「杵島曲」が見られ

ることから、「筑紫以外の九州の諸県の舞」と考えるべき。これらの筑紫の舞はどこへいったのか

筑紫（福岡）には「筑紫舞」が伝承されていた

律令時代の「筑紫舞」は消滅し、どのような舞か不明だった。しかし古代の
霧の中で筑紫傀儡子（ちくしくぐつ）らにより細々と伝承され、戦前「菊邑検校」
が西山村光寿斉に伝え、戦後に復活。現在西山村津奈寿一門が継承し、
宮地嶽神社や筑紫舞を見る会等で上演している。独特の足遣いやしぐさ
のほか肥後の翁・都の翁・加賀の翁を中心に構成される特色を持つ。 12

雅楽の久米舞

能楽の土蜘蛛

宮地嶽神社の筑紫舞



５、古代から現代に伝わる「筑紫舞」

筑紫傀儡子（ちくしくぐつ）らが伝承

筑紫のくぐつ集団が細々と承継し、戦前には伝承が途切れかかったところ、太宰府付近
の寺で菊邑検校が習得。それを神戸の西山村光寿斉が10余年間学んだ。その間、宮
地嶽神社の洞窟の中で、全国から集まった演者が13人の翁を演じる「13人立ち」を実
見した。菊邑検校は戦争で消息は不明となったといい、現在は西山村一門のみが継承
している。演目の中心は「翁の舞」で、各地の翁が各々の地域の舞を奉納する。「3人立
ち」都（太宰府）の翁・肥後の翁・加賀の翁、「5人立ち」これに難波津より上りし翁・出雲
の翁、「7人立ち」さらに尾張の翁・夷の翁が加わる。「13人立」ちの構成は不明（＊諸縣
舞か。）5人立ちでは「肥後の翁」が主役。これは阿蘇山有りとする多利思北孤時代に相応しい。

菊邑検校のもとには「太宰府よりの御使者」が訪れていたと
あること、筑紫舞の伝承者は太宰府北東の宝満山を源とする
「宝満川」から“拾った”子供で全て九州の子供とされること、
筑紫舞の“晴れの舞台”は宮地嶽古墳の岩窟で、筑紫から楽
人が来ていたということ、等から「都」とは筑紫太宰府と考えら
れる。これは諸国の翁が参集したのは筑紫であり、その中心は
太宰府であったこと、即ち諸国の翁が舞を奉納する相手は筑
紫にいたことを意味する。（＊宣化元年（536）には全国の屯倉から筑紫

に食料が運ばれている）

こうしたことから、筑紫舞こそ“筑紫、即ち九州王朝”に奉納さ
れた舞楽の伝統を受け継ぐものと考えられる。

筑紫舞は九州王朝の舞楽

13


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

